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〈
鄭
玄
の
経
学
〉

に
表
れ
た
人
物
評
価

南

日
正ヨ

宏

Iま

じ

め

歴
史
上
の
人
物
に
対
し
て
は
、
誰
も
が
何
ら
か
の
先
入
観
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
入
観
の
中
に
は
、
極
め
て
個
人
的

な
独
断
や
偏
見
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
様
々
な
誤
解
が
生
じ
る
危
険
を
も
は
ら
ん
で
い
る
。
ま
た
、
万
人
に
共
通
す
る
イ
メ

ー
ジ
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
事
実
誤
認
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
著
名
な
人
物
に
対
す
る
、
こ
の
よ
う
な
先
入
観
と
い
う
も
の
は
、
恐
ら

く
、
い
つ
の
時
代
に
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
先
入
観
や
固
定
観
念
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
最
た
る
も
の
が
、
経

学
で
あ
る
。

〈
周
公
・
孔
子
は
絶
対
善
で
あ
り
、
装
・
討
は
絶
対
悪
で
あ
る
〉
と
い
う
経
学
上
の
原
理
に
は
、
疑
い
を
挟
む
余
地
は
な

ぃ
。
け
れ
ど
も
、
対
象
と
な
る
人
物
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
評
価
に
も
揺
れ
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
逆
に
、
論
者
の
態
度
・
立
場
な
ど
が
窺

え
よ
う
。

今
回
、
考
察
を
加
え
る
の
は
、
後
漢
末
の
儒
家
で
あ
る
鄭
玄
に
よ
る
人
物
評
価
で
あ
る
。
鄭
玄
の
注
釈
と
鄭
玄
に
相
前
後
す
る
時
代
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の
著
作
と
に
共
通
し
て
見
え
る
人
物
に
つ
い
て
、
各
々
の
評
価
・
表
現
の
相
異
を
考
え
る
。
そ
こ
か
ら
、
鄭
玄
の
著
述
態
度
の
一
端
を
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明
ら
か
に
し
た
い
。
評
価
の
対
象
と
す
る
人
物
と
し
て
、
特
徴
を
持
っ
た
以
下
の
三
人
を
扱
う
。
す
な
わ
ち
、
①
孔
子
の
弟
子
で
あ
る

子
路
、
②
魯
の
君
主
で
あ
る
友
公
、
③
漢
の
皇
帝
を
廃
し
て
自
ら
帝
位
に
即
い
た
王
奔
。
こ
れ
ら
、
各
々
立
場
を
異
に
す
る
三
人
の
人

物
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
普
遍
的
な
特
徴
を
明
ら
か
に
出
来
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、

鄭
玄
『
論
語
注
』
は
金
谷
治
編
『
唐
抄
本

鄭
氏
注
論
語
集
成
』

(
平
凡
社
、
昭
和
五
三
年
)
を
使
用
す
る
。

子
路
の
評
価

凡
そ
、
我
々
が
持
つ
子
路
の
人
物
像
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
直
情
径
行
で
単
細
胞
、
勇
を
好
む
あ
ま
り
、
短
絡
的
な

行
動
に
走
り
、

し
ば
し
ば
孔
子
に
戒
め
ら
れ
る
。
司
馬
遷
町
史
記
』

「
仲
尼
弟
子
列
伝
」
に
よ
る
と
、
孔
子
の
弟
子
と
な
る
以
前
の
子

路
は
、
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

子
路
、
性

部
し
く
、
勇
力
を
好
み
、
志

侃
直
に
し
て
、
雄
難
を
冠
し
、
毅
豚
を
侃
し
、
孔
子
を
陵
暴
す
。

ま
だ
教
育
を
受
け
て
い
な
い
と
は
い
え
、
子
路
の
先
天
的
な
性
質
と
し
て
は
、
我
々
が
抱
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
一
致
す
る
。

そ
れ
で
は
、
後
漢
前
後
の
著
作
に
描
か
れ
て
い
る
子
路
像
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
充
『
論
衡
』
「
問
孔
篇
」
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
記
す
。

子
路

道
に
入
る
こ
と
浅
し
と
睡
も
、
猶

事
の
突
を
知
る
。
(
注

「
道
に
入
る
こ
と
浅
し
」
の
理
由
と
し
て
、
黄
障
『
論
衡
校

釈
』
で
は
、
『
論
語
』
「
先
進
篇
」
の
「
由
や
、
堂
に
升
れ
り
。
未
だ
室
に
入
ら
ざ
る
な
り
。
」
を
挙
げ
る
。
)



孔
子
の
弟
子
と
な
っ
た
後
で
も
、
子
路
に
は
「
道
に
入
る
こ
と
浅
し
」
と
い
う
印
象
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
『
論
語
』
「
公
冶
長
篇
」
の
文
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

孟
武
伯

問
う
「
子
路
は
仁
な
る
か
」
。
子
日
く
「
知
ら
ざ
る
な
り
」
。
又
、
問
う
。
子
日
く
「
由
ゃ
、
千
乗
の
国
、
そ
の
賦
を
治

め
使
む
べ
き
な
り
。
其
の
仁
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
。
(
以
下
略
)

く鄭玄の経学〉に表れた人物評価

こ
れ
を
、
何
長
は
以
下
の
よ
う
に
注
す
る
。

孔
〔
安
国
〕
日
く
「
仁
道
は
至
大
。
名
を
全
う
す
可
か
ら
ず
」
。

こ
の
注
を
、
皇
侃
は
次
の
よ
う
に
敷
街
す
る
。

一
言
う
こ
こ
ろ
は
、
子
路

未
だ
全
く
は
此
の
仁
名
を
受
く
る
能
わ
ず
。
故
に
〔
孔
子
は
〕
「
知
ら
ず
」
と
云
う
な
り
。

ま
た
、
『
論
翠
巴
本
文
に
つ
け
た
皇
侃
の
疏
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

孔
子

答
う
る
な
り
。
「
知
ら
ず
」
と
云
う
所
以
は
、
部
寧

日
く
「
仁
道
は
弘
遠
な
り
。
件
出

未
だ
之
れ
有
る
能
わ
ず
。
又
、

指
し
て
仁
無
し
と
言
う
を
欲
せ
ず
。
奨
誘
の
教
に
非
ざ
る
が
故
に
「
知
ら
ず
」
と
云
う
に
託
す
な
り
」
。
:
:
:
放
に
活
寧

日
く
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「:・・・・孔子

し
ば
ら

故
に
且
く
其
の
才
伎
を
言
い
、
然
る
後
、
更
に
答
う
る
に
「
知
ら
ず
」
を
以
て
す
る
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
子
路
の
才
勇

大

武
伯
の
重
ね
て
問
う
を
得
て
答
ぅ
。
又
、
直
に
「
知
ら
ず
」
と
云
え
ば
、
則
ち
武
伯

未
だ
〔
質
問
を
〕
巴
め
じ
。
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国
の
兵
賦
を
治
め
、
諸
侯
為
る
に
任
え
使
む
可
き
な
り
」
。

言
う
こ
こ
ろ
は
、
唯

其
の
才
〔
能
が
そ
の
仕
事
に
〕
堪
う
る
を
知

る
の
み
に
し
て
、
猶

其
の
仁
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

」
れ
ら
の
注
釈
は
い
ず
れ
も
、

〈
子
路
の
仁
が
完
全
で
は
な
い
〉
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
次
に
、

「
述
而
篇
」
の
文
を
見
て
み
る
。

子
の
疾
病
し
。
子
路

一
躍
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
子
日
く
「
諸
れ
有
り
や
」
。
子
路

対
え
て
日
く
「
之
れ
有
り
。
訣
に
日
く
、

「
繭
を
上
下
の
神
祇
に
曙
る
」
と
」
。
子
日
く
「
丘
の
一
躍
る
や
久
し
」
。

こ
の
文
に
、
何
回
安
は
以
下
の
よ
う
に
注
す
る
。

孔
〔
安
国
〕
日
く
「
子
路

指
(
回
日
)
を
失
す
。
:
:
:
」
孔
〔
安
国
〕
日
く
「
孔
子
の
素
行

神
明
に
合
す
。
故
に
日
く
「
丘
の

躍
る
や
久
し
」
と
」
。

皇
侃
は
、
次
の
よ
う
に
一
一
一
回
う
。

疾
の
甚
だ
し
き
を
「
病
」
と
日
ぅ
。
孔
子
の
疾

甚
だ
し
き
な
り
。
「
薦
」
と
は
鬼
神
に
祈
躍
し
て
以
て
福
を
求
む
る
を
謂
う
な

り
。
孔
子
の
疾

甚
だ
し
。
故
に
子
路

孔
子
に
請
い
て
、
孔
子
の
為
に
福
を
祈
求
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
「
諸
」
と
は
「
之
れ
」

既
に
孔
子
の
意
に
達
せ
ず
し
て
、
旧
き
天
地
に
躍
る
の
読
を
引
く
。
孔
子

も
ち

欲
せ
ず
。
故
に
、
我
の
罷
る
や
巴
に
久
し
、
と
云
う
。
今
、
則
ち
復
た
須
い
ざ
る
な
り
。
実
に
講
ら
ず
し
て
「
久
し
く
稽
る
」
と

dむ

許
さ
ざ
る
な
り
。
:
:
:
子
路

命
有
り
、
躍
有
る
を
欲
ぜ
ず
。
故
に
子
路
に
反
問
す
、
此
の
祈
躍
の
事
有
り
や
、
と
。

そ
し

之
れ
を
非
る
を

な
り
。
孔
子
の
一
言
う
こ
こ
ろ
は
、
死
生



一
五
う
は
、
聖
人
の
徳

神
明
に
合
せ
ば
、
宣

神
明
の
禍
い
す
る
所
と
為
り
、
病
み
て
之
れ
に
祈
ら
ん
や
。

両
注
釈
と
も
に
、

〈
孔
子
の
真
意
を
理
解
せ
ず
に
、
子
路
が
チ
グ
ハ
グ
な
行
為
を
し
た
〉
・
〈
孔
子
の
素
行
は
神
明
に
合
し
て
い
て
禍
い

を
受
け
る
は
ず
も
な
い
の
に
、
子
路
は
妄
り
に
福
(
即
ち
快
癒
)
を
祈
ろ
う
と
し
て
い
る
〉
・
〈
孔
子
は
子
路
の
提
案
を
承
諾
せ
ず
、
祈

士
隠
し
な
か
っ
た
〉
と
言
っ
て
い
る
。

〈鄭玄の経学〉に表れた人物評価

ま
た
、
『
論
語
』
の
こ
の
章
に
つ
い
て
、
王
充
『
論
衡
』
「
感
虚
篇
」
で
は

聖
人

身
を
修
め
行
い
を
正
し
、
素
よ
り
之
れ
に
薦
る
こ
と
日
々
久
し
く
、
天
地
鬼
神

其
の
罪
無
き
を
知
る
。
故
に
日
く
「
薦

る
こ
と
久
し
」
と
O
i
-
-
-
孔
子

子
路
を
し
て
薦
り
て
以
て
病
を
治
め
使
め
ず
。

と
解
釈
し
、
王
符
『
潜
夫
論
』
「
忍
列
篇
」
で
は

故
に
孔
子

ゆ
る

子
路
を
聴
さ
ず
し
て
云
え
ら
く
「
丘
の
躍
る
や
久
し
」
と
。

と
解
釈
し
て
い
る
。
王
充
・
王
符
と
も
に
、
何
長
・
皇
侃
と
食
い
違
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
例
か
ら
見
て
も
、
や
は
り
子
路
に
は
〈
仁
を
十
分
に
は
体
得
で
き
て
い
な
い
粗
忽
者
〉
と
い
っ
た
印
象
が
強
い
。
こ
れ
が
、

後
漢
か
ら
六
朝
に
か
け
て
の
一
般
的
な
子
路
像
と
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
曹
犬
家
(
班
昭
)
「
東
征
賦
」
に
は
、
「
子
路
の
威
神
を
想
ぃ
、
衛
人

其
の
勇
義
を
嘉
す
」
と
い
う
、
子
路
に
は
好
意

21 

的
な
表
現
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
〈
勇
義
〉
と
い
う
点
に
お
け
る
評
価
に
過
ぎ
ず
、
従
来
の
子
路
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
懸
け
離
れ
た
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も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
漢
書
』
「
古
今
人
表
」
で
は
、
子
路
は
「
上
〔
の
〕
下
(
智
人
ど
と
い
う
高
さ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

か
な
り
高
く
評
価
し
て
い
る
と
思
え
る
が
、
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
〈
孔
門
十
哲
〉
を
機
械
的
に
ラ
ン
ク
付
け
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
論
一
語
』
「
先
進
篇
」
に
記
さ
れ
る
〈
孔
門
十
哲
〉
は
、
「
徳
行
に
は
、
顔
淵
・
関
子
審
・
舟
伯
牛
・
仲
弓
。
言
語
に
は
、
宰
我
・
子
貢
。

政
治
に
は
、
再
有
・
季
路
。
文
学
に
は
、
子
瀞
・
子
夏
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
古
今
人
表
」
に
よ
る
位
置
付
け
は
以
下
の
通
り
で
あ

る。

上
〔
の
〕
上
(
聖
人
)
:
:
:
仲
尼

上
〔
の
〕
中
(
仁
人
)
:
:
:
顔
淵
・
関
子
議
・
舟
伯
牛
・
仲
弓

上
〔
の
〕
下
(
智
人
)
:
:
:
宰
我
・
子
貢
・
再
有
・
季
路
・
子
瀞
・
子
夏

」
れ
を
見
れ
ぽ
、
両
者
の
対
応
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「
古
今
人
表
」
に
見
え
る
子
路
の
位
置
付
け
は
、
表
の
作
者
(
班
昭
)

独
自
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
鄭
玄
の
著
述
か
ら
窺
え
る
子
路
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
『
論
語
』
「
孟
武
伯
問
う
:
:
:
」
の
章
の
鄭
玄
注

は
次
の
よ
う
に
記
す
。

仁
を
問
わ
れ
て
「
知
ら
ず
」
と
日
う
は
、
武
伯
の
仁
を
用
う
る
能
わ
ず
し
て
、
而
も
空
し
く
〔
原
文
欠
く
〕
之
れ
を
問
う
を
謙
る

な
り
。
「
賦
」
と
は
軍
賦
な
り
。
「
之
れ
を
治
め
使
む
可
し
」
と
は
、
其
の
才
の
〔
原
文
欠
く
〕
為
る
に
任
う
る
を
言
う
。

注

欠
文
を
補
う
資
料
は
未
詳
)



」
こ
で
非
難
さ
れ
て
い
る
の
は
、
孟
武
伯
で
あ
る
。

〈
孟
武
伯
は
仁
者
を
用
い
る
能
力
を
持
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
路
の
仁
の

有
無
を
質
問
す
る
。
孔
子
は
、
そ
の
質
問
に
答
え
る
必
要
は
な
い
と
感
じ
、
「
知
ら
ず
」
と
言
っ
た
。
〉
つ
ま
り
、
孔
子
が
仁
の
こ
と
を

口
に
し
な
い
原
因
は
、
子
路
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
孟
武
伯
に
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
記
引
用
文
中
の
欠
字
部
分
の
後
者
に
は
、

皇
侃
の
疏
か
ら
推
し
て
、

「
諸
侯
」
か
、
そ
れ
に
類
す
る
言
葉
が
入
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
子
路
の
仁
に
つ
い
て
は
言
及

さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
〈
才
〉
は
高
く
買
っ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
鄭
玄
の
注
か
ら
は
、
子
路
の
〈
才
〉
を
評
価
す

〈鄭玄の経学〉に表れた人物評価

る
考
え
は
窺
え
る
が
、
〈
仁
〉
の
な
さ
を
隠
そ
う
と
す
る
考
え
は
見
ら
れ
な
い
。
次
に
、
「
子
の
疾

病
な
り
:
:
:
」
の
章
の
鄭
玄
注
に

は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

さ

と

い

な

曙
り
の
礼
を
暁
る
や
不
ゃ
を

「
龍
」
と
は
過
ち
を
鬼
神
に
謝
す
る
を
謂
う
。
〔
「
諸
れ
有
り
や
」
と
は
〕
子
路

誌
の
辞
を
見
て
爾
か
云
う
。
孔
子

〔
孔
子
が
〕

観
る

「
諜
」
と
は
六
祈
の
辞
な
り
o

子
路

今

疾
む
、
亦
た
当
に
過
ち
を
鬼
神
に
謝
す

な
り
。

べ
し
と
〔
子
路
が
〕
謂
う
な
り
。
孔
子

自
ら
過
ち
の
謝
す
べ
き
無
き
を
知
り
、

「
曙
る
こ
と
久
し
」
と
云
う
。
素
よ
り
恭
粛
に

し
て
鬼
神
を
敬
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

且
つ
子
路
の
言
に
順
う
な
り
。

こ
こ
で
孔
子
が
と
っ
た
行
動
は
、

〈
子
路
の
祈
り
が
礼
に
適
っ
て
い
る
か
否
か
を
見
て
、
「
過
ち
を
謝
す
」
の
で
は
な
く
、
「
鬼
神
を
敬

す
」
の
だ
と
い
う
こ
と
を
子
路
に
分
か
ら
せ
た
う
え
で
、
祈
っ
た
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鄭
玄
以
外
の
解
釈
で
は
、
孔
子
は
子
路

の
提
案
そ
の
も
の
を
苦
々
し
く
感
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
鄭
玄
の
解
釈
で
は
、
子
路
の
提
案
を
承
諾
し
た
う
え
で
、
そ
の
祈
り
の
内
容

の
是
非
を
問
う
て
い
る
。
子
路
の
行
為
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

23 

こ
の
よ
う
に
、
鄭
玄
の
著
述
中
の
子
路
は
、
他
の
文
献
の
子
路
と
比
較
し
て
、

〈
勇
〉
以
外
の
点
で
も
評
価
す
べ
き
対
象
と
し
て
扱
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わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

哀
公
の
評
価

京
公
が
治
め
て
い
た
頃
の
魯
は
、
対
外
的
に
は
、
力
の
な
い
弱
小
国
に
成
り
下
が
っ
て
い
た
。
国
内
的
に
は
、
政
治
の
実
権
を
三
桓

に
握
ら
れ
た
ま
ま
で
、
京
公
は
三
桓
を
討
つ
こ
と
に
も
失
敗
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
京
公
は
、
衛
か
ら
呼
び
寄
せ
た
孔
子
を
重
用
す
る

こ
と
も
出
来
ず
、
孔
子
の
死
後
に
諒
(
弔
辞
)
を
贈
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
諜
す
ら
子
貢
に
非
難
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
京
公
は
、

儒
家
の
立
場
か
ら
は
厳
し
い
目
で
見
ら
れ
が
ち
な
君
主
で
あ
る
。

そ
の
哀
公
の
一
四
年
に
〈
獲
麟
〉
と
い
う
大
事
件
が
起
き
る
。

『
春
秋
公
羊
伝
』
に
は
、
時
を
失
し
て
麟
が
現
れ
た
こ
と
に
対
す
る

孔
子
の
言
葉
と
し
て
「
孔
子
日
「
執
為
来
哉
、
執
為
来
哉
」
」
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
一
言
葉
を
、
何
休
は
次
の
よ
う
に
解
す
る
。

時
に
聖
帝
・
明
王
無
き
を
見
、
誰
が
為
に
来
る
か
を
怪
し
む
。

ま
た
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
「
春
、
西
に
狩
り
し
て
麟
を
獲
た
り
」
(
京
公
一
四
年
)

に
つ
い
て
、
杜
預
注
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

時
に
明
王
無
く
、

た
ま
た
ま

〔
麟
が
〕
出
で
て
遇
獲
ら
る
。
仲
尼

周
道
の
興
ら
ざ
る
を
傷
み
、
嘉
瑞
〔
の
獣
で
あ
る
麟
〕

の
応
無
き
に

感
ず
。

こ
の
杜
預
の
注
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
何
休
が
記
す
〈
聖
帝
・
明
王
〉
と
い
う
語
は
、
元
来
は
周
王
を
対
象
に
し
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。



と
こ
ろ
が
、
王
充
『
論
衡
』
「
指
瑞
篇
」
に
載
せ
る
儒
者
の
言
葉
に
は
、
京
公
を
対
象
に
し
て
い
た
形
跡
が
窺
え
る
。
山
田
勝
美
『
論

衡
(
中
〉
』
(
明
治
書
院
・
新
釈
漢
文
体
系
、
昭
和
五
四
年
)

の
訓
読
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

夫
れ
艇
は
聖
王
の
為
に
来
れ
ば
、
孔
子
は
自
ら
王
た
ら
ず
し
て
、
時
王
の
魯
君
、
艇
に
感
ず
る
の
徳
無
く
、
其
の
来
る
を
怪
し
み

て
為
す
所
を
知
ら
ざ
る
を
以
て
、
故
に
「
執
為
れ
ぞ
来
る
哉
、
執
為
れ
ぞ
来
る
哉
」
と
日
ふ
。
(
注

「
時
王
魯
君
無
感
麟
之
徳
」

〈鄭玄の経学〉に表れた人物評価

を
、
山
田
氏
は
上
述
の
よ
う
に
訓
読
す
る
が
、

「
時
王
魯
君
〔
に
は
〕
鱗
を
感
〔
動
〕
す
る
の
徳
無
し
」
と
解
す
る
ほ
う
が
妥
当

で
あ
ろ
う
J

一
方
、
北
京
大
学
歴
史
系
《
論
衡
》
注
釈
小
組
に
よ
る
『
論
衡
注
釈
』
(
中
華
書
局
、

一
九
七
九
年
)
で
は
、
「
時
王
」
は
〈
東
周
の
君

主
〉
を
指
し
、
「
魯
君
」
は
〈
魯
の
京
公
〉
を
指
す
と
言
う
。

つ
ま
り
、
「
時
王
」
と
「
魯
君
」
と
を
、
山
田
氏
は
同
一
人
物
と
考
え
、

北
京
大
学
グ
ル
ー
プ
は
二
者
の
並
列
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
解
釈
が
あ
る
も
の
の
、

〈
魯
の
京
公
に
徳
が
無
か
っ
た
〉
と

す
る
点
で
は
、
両
解
釈
と
も
一
致
す
る
。

ま
た
、
『
論
衡
』
「
畿
日
篇
」
に
は
次
の
よ
う
な
王
充
の
言
葉
が
あ
る
。

春
秋
の
時
、
衰
え
た
り
と
謂
う
可
し
。
隠
・
哀
の
問
、
不
肖
な
る
こ
と
甚
だ
し
。

こ
こ
で
も
京
公
は
〈
不
肖
の
君
主
〉
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
『
論
一
語
』
に
見
え
る
京
公
は
、
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

25 
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哀
公
問
い
て
日
く
「
何
を
為
せ
ば
則
ち
民

服
せ
ん
」
。
孔
子
対
え
て
臼
く
「
直
き
を
挙
げ
て
諸
々
の
桂
れ
る
を
錯
け
ぽ
則
ち
民

服
す
。
桂
れ
る
を
挙
げ
て
諸
々
の
直
き
を
錯
け
ば
則
ち
民

服
せ
ず
」
。
(
為
政
篇
)
(
注

「
挙
直
錯
諸
柾
」
に
つ
い
て
、
邪
馬

朱
子
と
も
に
「
錯
」
を
「
廃
置
・
捨
置
一
、
「
諸
」
を
「
群
・
衆
」
と
解
す
る
が
、
鄭
玄
注
本
は
「
錯
」
を
「
措
」
に
作
り
、
「
捨
」

を
「
投
」
、
「
諸
」
を
「
之
於
」
と
解
す
。
〉

こ
れ
に
対
す
る
、
皇
侃
の
疏
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

京
公

徳
を
失
い
、
民

服
従
せ
ざ
れ
ば
、
而
ち
公

之
れ
を
患
う
。
故
に
孔
子
に
間
い
て
民

服
す
る
の
法
を
求
む
。
:
:
:
亦
、

京
公

直
き
を
廃
し
柾
れ
る
を
用
い
る
に
由
っ
て
が
故
な
り
。
故
に
沼
寧
云
え
ら
く
「
哀
公

賢
を
捨
て
て
倭
に
任
す
。
故
に
仲

尼

此
の
言
を
発
し
、
賢
を
挙
げ
て
以
て
民
を
服
せ
使
め
ん
と
欲
す
」
と
。

民
が
服
従
し
な
い
の
は
、
〈
京
公
が
徳
を
失
い
、
悪
政
を
行
っ
て
い
る
〉
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
八
伶
篇
」
に
は
次
の

よ
う
な
章
が
あ
る
。

哀
公

く

民
を社
しを
て宰
戦我
栗2に
せ間
しう
む。
しも 宰

子我

対
え
て
日
く
「
夏
后
氏
は
松
を
以
て
し
、
段
人
は
柏
を
以
て
し
、
周
人
は
栗
を
以
て
す
。
日

之
れ
を
聞
き
て
日
く
「
成
事
は
説
か
ず
、
遂
事
は
諌
め
ず
、
既
往
は
答
め
ず
」
0

(

注

期日

玄
注
本
は
「
社
」
を
「
主
」
に
作
る
。
)

こ
れ
を
皇
侃
は
以
下
の
よ
う
に
注
す
る
。



宰
我
〔
は
〕
京
公

徳
を
失
い
、
民

畏
服
せ
ず
戦
栗
・
煉
敬
の
心
無
き
を
見
る
。
今
、
京
公
に
微
調
し
て
徳
を
改
め
行
い
を
修

悪
を
為
す
こ
と
己
に
久
し

く
し
て
、
民

戦
栗
せ
ず
。
其
の
事

汝
の
諌
止
す
可
け
ん
や
。

め
使
め
ん
と
欲
す
O
i
-
-
-
〔
「
遂
事
は
諌
め
ず
」
と
は
〕
此
れ
京
公
を
指
す
。
一
一
一
一
日
う
こ
こ
ろ
は
、
哀
公

畢
遂
す
。
此
れ
宣

の
記
述
を
見
て
み
る
。

〈
民
を
畏
怖
さ
せ
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
、
京
公
が
徳
を
失
い
悪
を
為
す
こ
と
は
甚
だ
し
い
〉
と
皇
侃
は
考
え
て
い
る
。
次
に
「
顔
淵
篇
」

く鄭玄の経学〉に表れた人物評価

有
若
に
聞
い
て
日
く
「
年

鍛
え
、
用

足
ら
ず
。
之
れ
を
如
何
せ
ん
」
。
有
若

京
公(以
下
略
)

こ
れ
に
対
す
る
皇
侃
の
疏
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

魯
の
京
公
は
愚
暗
。
政
は
苛
く
賦
は
重
し
。
故
に
民

其
の
業
を
廃
す
。
所
以
に
積
年

悪
に
苦
し
む
。
故
に
有
若
に
聞
い
て
飢
え
ず
し
て
用

足
る
の
法
を
求
む
。

〈
魯
の
京
公
は
愚
暗
で
あ
る
〉
と
言
わ
れ
て
い
る
。

対
え
て
日
く
「
章
、
ぞ
徹
せ
ざ
る
や
」
。

飢
荒
し
、
国
用

足
ら
ず
、
公

此
の

以
上
の
例
か
ら
分
か
る
と
お
り
、

〈
魯
の
哀
公
は
、
徳
を
失
っ
て
悪
政
を
行
い
、
民
を
服
従
さ
せ
ら
れ
な
く
な
っ
た
愚
か
者
〉
と
皇

侃
は
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
鄭
玄
は
魯
の
京
公
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

「
京
公
開
い
て
日
く
:
:
:
」
の
鄭
玄
の
注
に
は
、
京
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公
に
対
し
て
次
の
一
言
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

「
京
公
」
と
は
魯
君
の
誌
な
り
。

こ
れ
だ
け
で
は
何
と
も
言
え
な
い
、
が
、
少
な
く
と
も
皇
侃
の
よ
う
な
悪
評
は
与
え
て
い
な
い
。

「
哀
公

社
を
宰
我
に
問
う
:
:
:
」
に

は
、
鄭
玄
は
以
下
の
よ
う
に
注
す
る
。

哀
〔
公
〕

臣
を
御
す
る
の
権
を
失
い
、
臣
〔
原
文
欠
く
〕
0

(

中
略
)
京
公

臣
を
御
す
る
の
政
を
失
い
、
〔
原
文
欠
く
〕
せ
使
め

ん
と
欲
す
。
〔
宰
〕
我
の
対
え
は
京
公
の
意
を
成
し
〔
原
文
欠
く
〕
。
(
注

欠
文
を
補
う
資
料
は
未
詳
)

こ
こ
で
京
公
が
失
っ
た
の
は
、
徳
で
は
な
く
、

〈
臣
下
を
制
御
す
る
権
力
・
政
治
力
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
魯
の
実
質
的
な
支
配

者
は
三
桓
で
あ
り
、

「
京
公
:
:
:
せ
使
め
ん
と
欲
す
」
と
い
う
注
釈
は
、
そ
れ
で
も
努
力
す
る
京
公
の
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

「
顔
淵
篇
」
の
「
哀
公

有
若
に
聞
い
て
日
く
:
:
:
」
に
対
す
る
鄭
玄
の
注
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔
年
〕
穀
の
熟
せ
ざ
れ
ば
、
国
用
を
制
し
て
不
足
を
計
る
。
京
公
は
国
を
憂
う
る
も
、
有
若
は
人
を
憂
う
。
故
に
荒
れ
を
徹
せ
令

む
る
者
な
り
。

人
民
に
対
す
る
配
慮
を
欠
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

〈
国
を
憂
う
る
が
故
の
重
税
〉
と
い
う
、
も
っ
と
も
ら
し
い
理
由
を
設
け
て

い
る
。
皇
侃
の
「
愚
暗
」
と
比
べ
れ
ば
、
相
当
に
穏
や
か
な
表
現
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
鄭
玄
『
論
語
注
』
に
お
け
る
哀
公
は
、
必
ず
し
も
徳
を
失
っ
た
愚
昧
な
君
主
で
は
な
い
。
自
分
の
力
の
及
ぶ
限
り



に
お
い
て
真
撃
な
態
度
で
政
治
に
臨
む
、
誠
実
な
君
主
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

王
葬
の
評
価

王
葬
に
は
〈
漢
王
朝
を
寡
奪
し
た
極
悪
人
〉
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
、
実
際
、
多
く
の
文
献
に
記
述
さ
れ
て
い
る
王
葬
は
、
そ

の
通
り
の
人
間
と
し
て
非
難
の
的
に
な
っ
て
い
る
。

く鄭玄の経学〉に表れた人物評価

王
充
『
論
衡
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

討
の
悪
は
王
葬
に
如
か
ず
。
約
は
比
干
を
殺
し
、
葬
は
平
帝
を
鵡
す
。
討
は
以
て
嗣
立
し
、
葬
は
漢
位
を
盗
む
。
(
語
増
篇
)

郷
伯
奇

論
ず
ら
く
「
祭
・
紺
の
悪
は
亡
秦
に
如
か
ず
、
亡
秦
は
王
奔
に
如
か
ず
」
と
。
(
感
類
篇
)

王
充
は
後
漢
初
期
の
人
間
で
あ
る
か
ら
、
王
葬
を
酷
評
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
そ
の
悪
は
禁
・
約
・
始
皇
帝
よ
り
も
甚
だ
し
い
と
し
て

い
る
。王
符
『
潜
夫
論
』
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

是
の
故
に
王
葬
は
漢
の
公
卿
・
牧
守
と
漢
を
奪
い
、
光
武
は
漢
の
遺
民
・
棄
土
と
共
に
設
す
。
(
本
政
篇
〉

葬
は
宰
衡
と
為
り
、
安
漢
公
に
封
ぜ
ら
れ
、
摂
に
居
り
て
仮
号
し
、
身
は
南
面
に
当
た
り
、
卒
に
以
て
位
を
集
う
こ
と
十
有
徐
年
。

自
ら
以
て
之
れ
に
居
る
こ
と
己
に
久
し
く
、
威
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行
わ
れ
、
永
ら
く
禍
敗
無
し
。
故
に
遂
に
心
を
嘩
に
し
意
を
洛
に

し
、
近
き
を
私
し
遠
き
を
忘
れ
、
霊
小
を
崇
棄
し
、
賦
を
重
く
し
民
を
砕
く
し
、
以
て
無
功
を
奉
じ
、
動
も
す
れ
ば
姦
詐
を
為
し
、

立
ち
、
思
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之
れ
を
経
義
に
託
し
、
百
姓
を
迷
同
し
、
天
地
を
欺
認
す
。
自
ら
我
を
以
て
密
に
し
、
人
は
之
れ
を
知
る
莫
け
れ
ど
も
、
皇
天
は

み

上
従
り
其
の
姦
を
堅
、
神
明
は
幽
自
り
其
の
態
を
照
ら
す
。
出
豆

誤
り
有
ら
ん
や
。
(
忠
貴
篇
)

邪
性

勝
れ
ば
、
則
ち
怪
休
し
て
舎
く
に
忍
び
ず
。
故
に
王
奔

位
を
矯
み
て
暫
じ
ず
。
(
慎
徴
篇
)
(
注

狂
継
培
『
潜
夫
論

筆
』
に
よ
れ
ば
、
「
恒
侃
」
は
「
恒
伏
」
と
す
べ
き
で
あ
り
、
「
慣
習
」
の
こ
と
。
)

や
は
り
、
漢
王
朝
寡
奪
の
こ
と
を
中
心
に
非
難
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
後
漢
に
お
け
る
一
般
的
な
王
奔
像
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
鄭
玄
は
『
周
礼
』
の
注
で
王
奔
に
言
及
し
て
い
る
。

「
地
官
、
泉
府
」
の
「
凡
そ
民
の
貸
る
者
に
は
:
:
:
」
の
注
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
す
。

王
奔
の
時
、
民
の
貸
り
て
以
て
産
業
を
治
む
る
者
に
は
、
但
だ
官
臓
の
得
る
所
を
計
り
て
〔
利
〕
息
を
受
く
る
も
、
歳
に
什
〔
分
の
〕

一
を
過
ぐ
る
無
し
。

「
地
官
、
遂
人
」
の
「
其
の
野
の
土
の
上
地
・
中
地
・
下
地
を
解
じ
て
:
・
:
・
」
の
注
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

王
奔
の
時
、
誠
郭
中
の
宅
に
樹
え
ざ
る
者
を
不
毛
と
為
し
、
一
ニ
夫
の
布
を
出
だ
さ
し
む
。
(
注

「
コ
一
夫
布
」
と
は
就
労
し
な
い
者

に
課
し
た
成
人
三
人
分
の
税
。
)

「
春
官
、
大
宗
伯
」
の
「
五
命
は
則
を
賜
る
」
の
注
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

王
葬
の
時
、
二
十
五
成
を
以
て
則
と
為
す
、
方
五
十
里
な
り
。
今

俗
に
説
く
「
子
男
の
地
」
に
合
す
。
独
り
劉
子
駿
等
の
み
古



に
此
の
制
有
る
を
識
る
。

「
俗
説
」
と
は
、
買
公
彦
『
周
礼
注
疏
』
に
よ
れ
ば
〈
『
礼
記
』
「
王
制
」
に
従
う
今
文
派
の
意
見
〉
と
し
、
孫
詰
譲
『
周
礼
正
義
』
に

よ
れ
ば
〈
肢
の
制
度
で
あ
る
「
王
制
」
を
周
の
制
度
と
す
る
誤
り
〉
と
考
え
て
い
る
。
鄭
玄
は
、
『
周
礼
』
に
従
え
ば
、
「
則
」
は
方
百

里
・
方
二
百
里
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〈鄭玄の経学〉に表れた人物評価

鄭
玄
の
関
心
は
〈
王
葬
時
代
の
制
度
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
客
観
的
に
記
述
す
る
〉
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
時
、
漢
王
朝
の
寡

奪
と
い
う
、
道
徳
的
な
価
値
判
断
が
か
ら
ん
で
く
る
問
題
と
は
、
切
り
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
鄭
玄
は
、
王
葬
時
代
の
制
度
を
客
観

的
に
記
述
す
る
だ
け
で
、
積
極
的
な
評
価
も
し
な
い
か
わ
り
に
非
難
も
し
な
い
。
し
か
し
、
後
漢
と
い
う
時
代
の
制
約
を
考
臆
す
れ
ば
、

非
難
し
な
い
だ
け
で
も
、
王
葬
に
価
値
を
認
め
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

人
物
評
価
よ
り
見
た
鄭
玄
の
態
度

以
上
に
見
て
き
た
子
路
・
京
公
・
主
葬
に
対
す
る
人
物
評
価
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
鄭
玄
の
態
度
は
、
次
の
二
点
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

①
先
入
観
を
排
除
す
る
こ
と
、
②
事
実
を
重
視
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
事
実
」
は
、

〈
経
学
上
の
事
実
〉
を
含
み
、
そ

の
意
味
か
ら
、
経
書
に
記
さ
れ
て
い
る
事
柄
は
す
べ
て
事
実
と
言
え
る
。

子
路
は
、
『
礼
記
』
に
描
写
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
、
礼
に
詳
し
い
と
い
う
印
象
が
強
い
。

子
路
日
く
「
吾

之
れ
を
夫
子
に
聞
け
り
。
喪
礼
は
、
其
の
京

足
ら
ず
し
て
礼

儀
り
有
る
よ
り
は
、
礼

足
ら
ず
し
て
哀
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徐
り
有
る
に
若
か
ず
。
祭
礼
は
、
其
の
敬

保
り
有
る
に
は
若
か

足
ら
ず
し
て
礼

徐
り
有
る
よ
り
は
、
礼

足
ら
ず
し
て
敬
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ず
、
と
」
。
(
棲
弓
篇
上
)

子
路

魯
を
去
ら
ん
と
し
て
、
顔
淵
に
謂
い
て
臼
く
「
何
を
以
て
か
我
に
贈
る
」
と
。
〔
顔
淵
〕

日
く
「
吾

之
れ
を
聞
け
り
。

国
を
去
れ
ば
則
ち
墓
に
突
し
て
后
に
行
き
、
其
の
国
に
反
れ
ば
央
せ
ず
し
て
墓
を
展
し
て
入
る
、

や
す

「
何
を
以
て
我
を
慮
ん
ず
る
か
」
と
。
子
路
日
く
「
吾

と
」
。
子
路
に
謂
い
て
日
く

之
れ
を
聞
け
り
。
慕
を
過
ぐ
れ
ば
則
ち
式
し
、
知
山
を
過
ぐ
れ
ば
則
ち
下

る
、
と
」
。
(
檀
弓
篇
下
)

孔
子

之
れ
を
聞
き
て
日
く
「
誰
か
由
を
礼
を
知
ら
ず
と
調
う
か
」
と
。
〈
礼
器
篇
)

こ
れ
ら
の
言
葉
を
見
る
と
、
勇
に
過
ぎ
る
と
す
る
一
般
的
な
子
路
像
の
偏
り
が
分
か
る
。

京
公
は
、

『
礼
記
』
に
は
「
京
公
問
篇
」
の
外
、
随
所
に
登
場
す
る
が
、
そ
の
文
章
を
素
直
に
読
む
な
ら
ば
、
真
撃
に
努
力
す
る
謙

〈
魯
の
退
廃
や
獲
麟
は
、
君
主
が
徳
を
失
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
〉
と
い
う
類
推
は
、
儒
教
的
公
式
に

虚
な
君
主
と
い
う
印
象
が
強
い
。

よ
っ
て
短
絡
的
に
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
『
礼
記
』
等
に
見
え
る
京
公
の
姿
勢
と
「
失
徳
」
と
は
、
あ
ま
り
に
も
食
い
違
う
。
そ
の
時
、

鄭
玄
は
、
「
失
徳
」
と
い
う
〈
類
推
〉
よ
り
も
『
礼
記
』
の
怪
文
と
い
う
〈
事
実
〉
を
重
視
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
八
哀
〉
と
い
う

誌
は
、
張
守
節
『
史
記
正
義
論
倒
』
「
誼
法
解
」
に
よ
れ
ば
、
「
恭
仁
短
折
を
哀
と
日
う
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
恭
質
を
体
す
れ
ど
も

仁
功

未
だ
施
さ
れ
ず
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ま
さ
に
魯
の
友
公
の
事
跡
を
表
現
し
た
も
の
と
言
え
る
。

王
葬
が
漢
を
築
奪
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
方
で
『
周
礼
』
的
国
家
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ

る
。
し
か
も
、
『
周
礼
』
は
、
鄭
玄
の
学
問
体
系
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
『
周
礼
』
を
実
現
で
き
る
か
否
か
と
い
う
場
合
、

当
然
そ
の
鍵
を
握
る
で
あ
ろ
う
王
奔
は
注
目
す
べ
き
人
間
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
鄭
玄
が
最
優
先
し
た
の
は
、

〈
歴
史
的
事
実
〉
を
確



認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
漢
王
朝
の
寡
奪
者
で
あ
る
王
奔
さ
え
も
価
値
あ
る
人
物
と
し
て
引
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
い
っ
た
、

〈
事
実
を
重
視
す
る
〉
と
い
う
態
度
は
、
鄭
玄
の
学
聞
に
お
け
る
基
本
的
姿
勢
と
し
て
、
様
々
な
形
で
鄭
玄
の
著
作

の
中
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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